
平成 28年度 文部科学省 

 

「保育分野における中核的専門人材養成プログラム開発事業」 

モデルカリキュラム検証研修 

 実施要綱 

 

 

 

 

 

  

 

 

申込方法 ：個人にて｢所定申込用紙｣をご使用し、郵送、FAX、メールいずれかにてお申し込み下さい。 

｢所定申込用紙｣はホームページからもダウンロードしていただけます。 

 http://www.nagoyacollege.ac.jp/gennin/ 
※メールにてお申し込みの際は必ず件名を【モデルカリキュラム検証研修申込】としてください。 

締め切り ： 10月8日（土）必着 

申込先 ：   郵    送：〒470-1193 愛知県豊明市栄町武侍４８番地 

「愛知県現任保育士研修運営協議会」宛て 

F A X：0562-97-3674 
E-mail ：gennin＠nagoyacollege.ac.jp 

 

問い合わせ先：TEL：0562-97-3674   不在の場合はメールにてご連絡ください。 

   一般社団法人 愛知県現任保育士研修運営協議会 

 

 

 

 
表 

 

この研修は、文部科学省採択事業にて「保育分野における中核的専門人材養成」を目的とし実施されます。 

平成23年度より、文部科学省では、中核的専門人材養成のための新たな学習システムの基盤を整備する目的で、

「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業」の委託事業が始まりました。 

 その一環として、「保育分野の中核的人材養成」について、愛知県現任保育士研修運営協議会が平成 27年度に

採択され、中核的人材養成のための「研修ガイドライン」を作成しました。 

  研修ガイドラインにおいて規定した「保育分野の中核的人材」とは、職務上の職種「園長」「主任」ではなく、

「保育専門職として、各階層（初任・５年目・育休明け）においての中心的存在、また個別の保育課題（障害児

保育・乳児保育）において中心的な存在である保育士」を指します。 

  本事業に関しては、平成28年度も継続して文部科学省に採択されました。そして今回は、昨年度作成した「研

修ガイドライン」を検証するための研修（検証研修）を実施することとなりました。 

  「保育分野の中核的人材」の意味や本研修の意義についてのご理解、ご了承の上、本「検証研修」へ是非とも

ご参加いただきたく、お願いいたします。 

 



平成28年度 文部科学省委託事業 「保育分野における中核的専門人材養成プログラム開発」事業 

乳児保育専門モデルカリキュラム検証研修 実施要綱 

 

目  的：自らの実践を見直し、子どもの発達理解と援助、環境構成、安全・衛生面での配慮等について自ら計 

画・実践・省察評価する専門性また、乳児保育に必要な最新情報・知識と実践的な学びを融合させ理解を深めま 

す。理論を適切に実践に活かし園の運営に積極的に関わる自覚と能力を養います。  
 

受講対象者：乳児担当保育士（概ね保育士経験5年以上または乳児担当経験3年以上）・保育教諭                              
定  員:40名（定員に限りがありますので、申し込み多数の場合調整をさせていただきます） 

 

開催期間 :①10月15日（土）・②10月22日（土）・③10月29日（土）  3日間 

 

開講時間：9：20～16：30      

 

研修会場：①③桜花学園大学・名古屋短期大学     

5号館 523教室 

豊明市栄町武路48番地 TEL 0562-97-1306     

名鉄本線「中京競馬場前」より徒歩１０分 

※学食がご利用いただけます。 

 

 

研修会場：②桜花学園本部（大学ではありません。ご注意ください） 

名古屋市昭和区緑町１丁目22 地下鉄 鶴舞線 荒畑駅徒歩 5分 

施設内に食堂はございませんので、当日は昼食をご用意いただくか、近隣にてご用意ください。 

 

内  容： 

 1時限目 2時限目 3時限目 4時限目 

 90分間 90分間 90分間 90分間 

１日目 

10/15（土） 

乳児保育の意義と基礎理論 

（意義と基本の再確認） 

保護者対応・保護者との連携 

（気づき、察し、伝える 基本の考え） 

0・1・2歳児の発達理解と援助方法 

（事例検討も含む）（グループワークで学び合う） 

豊田和子（名古屋芸術大学） 安部 孝（名古屋芸術大学） 布施佐代子（桜花学園大学） 

２日目 

10/22（土） 

乳児保育の環境・保育士の連携（ 演習 ） 

（乳児の保育映像を通して） 

乳幼児救急（ 救命・応急手当：演習 ） 

（ 事例から学ぶ傷害予防とリスクコミュニ

ケーションを踏まえて ） 

渡辺 桜・吉田龍宏（名古屋学芸大学） 

佐々木昌代（名古屋女子大学短期大学部） 

山田恵子（日本赤十字豊田看護大学） 

鬼頭朋子（丸島保育園 園長） 

３日目 

10/29（土） 

指導計画と保育の記録（ 演習 ） 

（観察の視点と手法） 

遊びと手づくりおもちゃ（実技・ワークショップ）

（子どものあそびを豊かにする工夫） 

柴田智世（名古屋柳城短期大学） 太田早津美（桜花学園大学） 

 

持ち物：出席簿に押印頂きますので印鑑をご持参ください（シャチハタ可） 
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